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ト
ヨ
タ
計
画
の
テ
ス
ト
コ
ー
ス

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
愛
知

県
豊
田
、
岡
崎
市
境
に
建

設
す
る
国
内
最
大
級
の
テ

ス
ト
コ
ー
ス
計
画
で
、
同

社
と
県
が
予
定
地
内
の
水

田
を
可
能
な
限
り
残
す
方

向
で
協
議
に
入

っ
た
。
絶

生態系に配慮

滅
危
惧
種
の
渡
り
鳥

・
サ

シ
バ
が
水

田
を
餌
場
に
し

て
お
り
、
生
息
環
境
の
保

全
が
必
要
と
判
断
し
た
。

二
〇

一
〇
年
十
月
の
生

物
多
様
性
条
約
第
十
回
締

約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
ｌＯ
）

の
名

古

屋

開

催

に
合

わ

せ
、
い
か
に
希
少
種

に
配

慮
し
た

コ
ー
ス
計
画
に
す

る
か
が
、
ト
ヨ
タ
と
県
の

共

通
課
題
と
な

っ
て
い

た
。サ

シ
バ
の
生
息
は
、
ト

ヨ
タ
が
昨
年

一
―
八
月
に

行
っ
た
猛
議
類
調
査
で
判

明
。
予
定
地
内
の
三
カ
所

当忌≦
市にまたがる山林で、本社ヘリにまなづるJから

で
営
巣
が
見

つ
か
り
、
周

辺
で
も
サ
シ
バ
と
オ
オ
タ

カ
の
営
業
が

一
カ
所
ず

つ

確
認
さ
れ
た
。
県
企
業
庁

の
今
年
の
調
査
で
も
サ
シ

バ
な
ど
の
飛
行
が
見
ら
れ

た
ｏ
　
　
　
　

一

複
数
の
関
係
者
に
よ
る

と
、
予
定
地
内
に
あ
る
水

田
六
十
つ
の
う
ち
、
保
存

す
る
の
は
サ
シ
バ
が
カ
エ

ル
な
ど
を
捕

っ
て
い
る
東

側
区
域
の
水

田
が
中
心
と

な
る
見
通
し
。
ま
た
、

コ

ー
ス
の

一
部
を
ト
ン
ネ
ル

に
し
た
り
、
谷
に
は
橋
を

か
け
た
り
し
て
土
地
の
改

変
を
六
割
か
ら
五
割
未
満

に
す
る
。

県
と
ト
ヨ
タ
は
、
改
変

部
分
に
在
来
種
を
移
植
し

て
緑
地
回
復
を
図
り
、
建

設
後
は
継
続
的
に
森
林
間

伐
な
ど
を
行
い
、
里
山
保

全
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
た

い
考
え
。

県
野
鳥
保
護
連
絡
協
議

会
は
今
年

一
月
、
計
画
見

直
し
を
求
め
、
県
側
も
環

境
影
響
評
価
の
過
程
で
改

変
面
積
を
減
ら
す
よ
う
要

請
。
そ
の
後
、
ト
ヨ
タ
は

環
境
団
体
と
の
協
議
を
続

け
て
き
た
。

国

目

閤

団

□

口

日
■
曰
餓
ロ
ロ

本
社
と

静
岡
県
裾
野
市
、
北
海
道

士
別
市
に
続
く
国
内
４
カ

所
目
。
予
定
地
は
約
６
６

０
つ
。
全
長
６

ロ
キ
の
メ
ー

ン
周
回
路
、
そ
の
内
側
に

４
♂
の
周
回
路
、
ほ
か
に

研
究
開
発
棟
な
ど
を
設

け
、
従
業
員
５
０
０
０
人

規
模
の
研
究
開
発
エ
リ
ア

と
す
る
。
敷
地
の
９
割
が

森
林

で
改
変
面
積

は
６

割
。
県
企
業
庁
が
用
地
を

取
得

。
造
成
し
、
ト
ヨ
タ

が
買
い
取
る
方
式
で
、
事

業
費
は
１
０
０
０
億
円
超

の
見
通
し
。
２
０
１
０
年

度
か
ら
造
成
、
１３
年
度
か

ら
順
次
稼
働
の
予
定
。


